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（Cooperative Learning 以下 CL と略す）とプロジェクトアドベンチャー （Project 
Adventure 以下 PA と略す）の関係について講義してきた。本稿では、その講義を















り、その価値を全員で尊重し合おうという考え方である。これをフル ･ バリュー ･ コ
ントラクト （Full Value Contract 略して FVC） という。この相互尊重の規範設定が
全ての活動 （相互の働きかけ）の土台となる。たとえば PA 実践家として著名な甲斐
崎の学級では、Be here （参加する）、Play hard （一生懸命やる）、Play safe（心も体
も安全にやる）、Play fair （公平・公正にやる）、Have fun （楽しむ）の５つの取り決
めを FVC として掲げている（甲斐崎  2013）。
　FVC の約束事を土台として、どのような活動に取り組むか、やるかやらないかを
含め、自分自身の意志によって決めることが望まれる。この自己決定の奨励と尊重





ることで、価値の共有を進める）  Being （ビーング）という作業が行われる。この相































































捉えることもできるが、野外ゲームがそのまま PA ではない。PA と一般的な野外リ
































































　CL は 1960 年代からグループダイナミクス理論の影響を受けて世界的に発展して
きた学習指導法である （杉江 2011）。以来、50 年を超える研究と実践の蓄積により、
様々な領域・校種においてその教育効果は実証されてきた。一方で、研究者間で単一
の定義が共有されておらず、近年隆盛な協調 / 協働学習 （Collaborative Learning） と
の異同もしばしば話題になっている （たとえば、関田・安永 2005; 関田 2017）。ここ
では、おそらく世界的にみて、もっとも広く流布しているジョンソンたちの捉え方を
参考にする（ジョンソン、ジョンソン & ホルベック 2010）。彼らは 1960 年代から文
字通り半世紀以上、CL の普及・研究に努めてきた協同学習の泰斗、碩学である。彼













































































室へ」持ち込むために AITC モデル （Adventure in the Classroom 略して AITC） を


















導法として挙げられているのは、ジョンソンたちが提唱する CL なのである （ハント
ン、p.19）。
　このように、協同教育の枠組みから見ると、人間関係力の向上と認知的活動の活性
































































けることが PA と CL の融合の大前提である。自主、自律及び協同の精神を養うため
の社会的活動の一つが、授業内では教科学習としての CL であり、授業外では特別活
動としての PA である、と考えてみよう。だとすると PA と CL がともに目指す教育




CL を教員自身が協同場面への関わり方に熟達していく機会と捉える」注 3 構えを教員
が持つことで、協同的な学びを創り出そうとする生徒たちの試みとして、PA と CL
は融合していく。
　本稿では主体的な学びに焦点化して論を進めてきたが、PA も CL も、その実際に
おいて対話的な学びを必然とする取り組みであることは明らかであろう。主体的・対
話的な深い学びを具体化する授業実践として、PA か CL かといった方法の選択では
なく、目的から方法を使い分ける柔軟な発想が期待される。
注1　関田が寺中祥吾と検討し、2015 年８月 22 日に高尾の森わくわくビレッジで行
われたプロジェクト ･ アドベンチャー ･ ジャパン主催「クラスの力を生かす」
研修会において提示した。
注2　2018 年１月 29 日、高野哲郎からの私信。
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An Educational Benefit of Integrating Cooperative 
Learning with Project Adventure
Kazuhiko SEKITA
This short paper is to review the relationship between Project Adventure (PA) and 
Cooperative Learning (CL). Both are effective pedagogies for fostering children’s self-directed 
learning. Promoting children’s self-directed learning is a critical issue of newly revised the 
course of study 2017. How PA and CL work to develop children’s self-directed learning is 
investigated. Between PA and CL, there are identified several common elements for desired 
learning outcomes, such as setting a mutual goal among the team members, respecting 
their choice and challenge to achieve the goal, processing their collaboration, and reflecting 
successful experiences for their learning and further progress. A benefit of integrating CL 
with PA is argued to promote children’s self-directed learning from the view of the study of 
cooperation in education.
